




　
10
月
20
日
、
綾
町
自
然
休
村
公

園
を
メ
イ
ン
会
場
に
「
第
27
回
綾

照
葉
樹
林
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ

れ
た
。
今
回
は
昨
年
の
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
登
録
の
影
響
も
あ
っ

て
か
、
北
海
道
か
ら
の
参
加
申
し

込
み
も
あ
る
な
ど
全
国
各
地
か

ら
、
あ
わ
せ
て
７
２
８
４
人
の
ラ

ン
ナ
ー
が
参
加
し
た
。
小
学
生
か

ら
高
年
者
ま
で
、
参
加
し
た
選
手

た
ち
は
さ
わ
や
か
な
秋
風
を
受
け

な
が
ら
、
自
己
記
録
に
挑
戦
し
完

走
を
目
指
し
た
。
ま
た
、
記
録
だ

け
で
な
く
、
親
子
、

職
場
の
同
僚
や
友
人

と
参
加
し
交
流
を
深

め
る
選
手
も
多
く
、

そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
思

い
に
マ
ラ
ソ
ン
を
楽

し
ん
で
い
る
様
子

だ
っ
た
。

　
今
年
も
沿
道
で
は

多
く
の
町
民
、
参
加

者
の
家
族
や
友
人
な

ど
が
ラ
ン
ナ
ー
へ
あ

た
た
か
い
声
援
を

送
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
各
地
区

が
給
水
所
や
監
察
と
し
て
協
力

し
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
事

前
準
備
か
ら
当
日
運
営
を
通
し
て

ラ
ン
ナ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
こ

う
し
た
多
く
の
人
々
の
協
力
が

あ
っ
て
、
同
大
会
は
毎
年
盛
大
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

人
々
の
ぬ
く
も
り
に
触
れ
る
こ
と

の
で
き
る
こ
の
「
綾
マ
ラ
ソ
ン
」。

今
後
も
さ
ら
に
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー

を
魅
了
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

第
27
回 

綾
照
葉
樹
林
マ
ラ
ソ
ン

綾
の
自
然
に
包
ま
れ
て
快
走

　
10
月
13
日
、
秋
空
の
も
と
、
綾

て
る
は
ふ
れ
あ
い
広
場
を
会
場
に

「
綾
町
民
体
育
大
会
」
が
開
催
さ

れ
、
大
会
当
日
は
、
子
ど
も
か
ら

高
年
者
ま
で
多
く
の
町
民
が
地
区

の
た
め
に
集
結
し
た
。
今
大
会
の

開
会
式
で
は
、
初
め
て
の
試
み
で

綾
町
出
身
の
女
性
シ
ン
ガ
ー

「W
hoopin

（
ウ
ー
ピ
ン
）」
こ
と

上
田
浩
恵
さ
ん
が
国
歌
を
独
唱
。

迫
力
あ
る
歌
声
で
会
場
を
魅
了
し

た
。

　
大
会
で
は
、
体
力
向
上
と
健
康

増
進
、
そ
し
て
町
民
が
楽
し
め
る

よ
う
な
多
種
多
様
な
競
技
が
用
意

さ
れ
、
町
民
た
ち
は
各
競
技
で
熱

戦
を
繰
り
広
げ
た
。
特
に
、
地
区

対
抗
の「
綱
引
き
」「
玉
入
れ
」「
地

区
対
抗
リ
レ
ー
」
で
は
、
選
手
た

ち
が
地
区
の
た
め
に
力
を
合
わ
せ

競
技
に
臨
み
、
各
団
の
子
ど
も
会

で
構
成
さ
れ
た
応
援
団
は
、
選
手

と
各
地
区
の
参
加
者
を
盛
り
上
げ

声
援
を
送
っ
て
い
た
。

　
綾
町
の
地
域
の
「
絆
」
を
象
徴

す
る
こ
の
秋
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町

民
に
と
っ
て
大
切
な
交
流
と
親
睦

の
場
。

　
選
手
一
人
一
人
の
競
技
に
望
む

そ
の
真
剣
な
表
情
に
、
応
援
す
る

町
民
は
心
を
熱
く
し
、
会
場
い
っ

ぱ
い
に
あ
ふ
れ
る
家
族
ら
の
笑
顔

が
そ
の
選
手
た
ち
を
温
か
く
包
ん

で
い
た
。

第
52
回
綾
町
民
体
育
大
会

笑
顔
で
あ
ふ
れ
る
「
町
民
体
育
大
会
」

［まちの話題］Aya Town News

26aya style27 aya style

会場では、セブンイレブ
ン記念財団による環境保
全プログラム「綾の森を
つくろう」として『未来
の豊かなもりづくり』体
験も行われた。

選手たちはピストルの音を合図に一斉にスタートした

給水所などには多くのボランティアが参加

仮
装
し
て
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し

む
選
手
も

ゴ
ー
ル
間
近
の
登
り
坂
で
最
後

の
力
を
振
り
絞
る
選
手
た
ち

国
歌
を
斉
唱
す
る
上
田
さ
ん

応援団は団のために力の限り声を出し
選手を応援

綱引きでは各地区力じまんが集結

各地区からはあたたかい声援が送られた女性パワーを発揮

心をひとつに一歩一歩

白熱した地
区対抗リレ

ー
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11
月
９
日
、
10
日
に
か
け
て
、

町
内
各
地
で
郷
土
芸
能
が
披
露
さ

れ
た
。
毎
年
、
各
地
区
が
順
番
に

披
露
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は

古
屋
地
区
の
「
曾
我
兄
弟
」、
西

中
坪
地
区
の「
綾
駒
弓
取
り
の
舞
」

が
登
場
し
た
。こ
の
日
の
た
め
に
、

各
地
区
の
踊
り
手
は
数
カ
月
に
わ

た
り
練
習
・
準
備
を
重
ね
て
き
た
。       

地
域
に
伝
え
ら
れ
る
伝
統
芸

能
（
無
形
文
化
財
）
を
継
承

し
て
い
く
こ
と
は
、
か
な
り

の
努
力
を
要
す
。
し
か
し
貴

重
な
文
化
財
を
次
代
に
残
す

と
い
う
面
で
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
地
域
に
誇
り
と
愛
着

を
も
た
ら
す
役
割
も
大
き
い
。 

　
最
近
で
は
、
時
代
の
流
れ

で
こ
の
よ
う
な
貴

重
な
伝
統
芸
能
や

行
事
が
簡
素
化
さ

れ
た
り
、
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
と
こ

ろ
も
多
い
。
ま
た
、
携

帯
電
話
の
メ
ー
ル
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
の
短
い
言
葉

の
羅
列
だ
け
で
の
交
流

が
多
く
な
り
、
人
と
地

域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
機
会
が
ま
す

ま
す
減
少
し
て
き
て
い

る
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
共

通
の
目
的
の
も
と
で
取

り
組
む
地
域
の
伝
統
行

事
・
伝
統
芸
能
は
大
変
さ
も
あ
る

が
、
そ
れ
だ
け
に
や
り
遂
げ
た
充

実
感
や
喜
び
は
大
き
い
。
ま
た
、

数
カ
月
の
期
間
、地
域
の
青
少
年
、

高
年
者
ら
が
顔
を
合
わ
せ
な
が
ら

一
緒
に
何
か
に
取
り
組
む
こ
と

が
、
人
と
人
と
の
関
係
を
深
め
た

り
絆
を
強
め
る
こ
と
に
な
り
、
地

域
愛
を
育
て
て
い
る
。
そ
う
い
っ

た
意
味
で
も
、
人
間
教
育
の
場
と

し
て
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。

秋
祭
り
で
郷
土
芸
能
披
露

受
け
継
ぐ
地
域
の
伝
統
と
誇
り

　
11
月
９
日
、
10
日
に
、
町
体
育

館
・
町
公
民
館
文
化
ホ
ー
ル
を
メ

イ
ン
会
場
に「
綾
町
総
合
文
化
祭
」

「
有
機
農
業
推
進
大
会
」「
有
機
農

業
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
総
合
文
化
祭
の
会
場
に
は
今
年

も
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
数
多

く
の
手
づ
く
り
の
作
品
が
展
示
さ

れ
、
出
展
者
同
士
が
お
互
い
の
作

品
を
評
価
し
あ
っ
た
り
創
作
に
つ

い
て
の
話
を
す
る
な
ど
、
交
流
を

深
め
て
い
た
。
最
近
で
は
、
高
校

生
の
作
品
も
多
く
出
展
さ
れ
、

年
々
作
品
の
層
が
充
実
し
て
き
て

い
る
。

　
ま
た
、
有
機
農
業
推
進
大
会
で

は
、
農
業
に
関
す
る
功
労
者
な
ど

の
表
彰
や
綾
町
青
年
部
の
意
見
発

表
が
行
わ
れ
、
式
典
後
に
は
、
山

梨
県
で
農
業
に
携
わ
っ
て
い
る
俳

優
の
菅
原
文
太
さ
ん
が
「
農
業
は

土
が
い
の
ち
」
と
題
し
て
、
農
業

の
話
を
通
じ
本
気
に
な
っ
て
生
き

る
こ
と
に
つ
い
て
講
演
し
た
。
日

本
の
未
来
へ
の
警
告
も
あ
り
、
約

７
０
０
人
が
熱
心
に
聴
き
入
っ
て

い
た
。
そ
の
後
は
武
道
館
で
、
恒

例
と
な
っ
て
い
る
食
の
ふ
れ
あ
い

広
場
が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
例

年
以
上
の
参
加
者
が
会
場
を
埋
め

尽
く
し
、
有
機
農
業
実
践
振
興
会

婦
人
部
が
手
作
り
し
た
郷
土
料
理

を
囲
み
、
綾
町
の
生
産
者
と
交
流

し
て
い
た
。
料
理
は
好
評
で
そ
の

美
味
し
さ
に
、
開
始
後
瞬
く
間
に

完
食
さ
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

　「
手
づ
く
り
」
の
綾
町
を
P
R

し
た
２
日
間
、
町
内
外
多
く
の
人

が
交
流
を
深
め
賑
わ
っ
て
い
た
。
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綾
町
総
合
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祭
」「
有
機
農
業
推
進
大
会
」「
有
機
農
業
ま
つ
り
」
開
催

多
く
の
作
品
・
人
が
交
流
し
た
２
日
間

［まちの話題］Aya Town News

28aya style29 aya style

綾町総合文化祭会場の様子。今年も多くの手作り作品で会場は賑わった。

食のふれあい広場会場は例年以上の参加者で賑わった。

講演する菅原文太さん。

生涯学習作品
のレベルも

年々アップして
いる。

最近の文化祭では高校生も積極的に参加し出展作品も増えてきている。

農業青年部、花田健二さんの意見発表で
は会場から「心があたたまった、感動した」
などの声が聞かれていた。

扇を広げ、踊り手全員が息を合わせて優雅に舞う姿。

西中坪地区「綾駒弓取りの舞」 古屋地区「曾我兄弟」。女性の踊り手
も美しくも勇ましい姿を披露。
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綾町総合文化祭会場の様子。今年も多くの手作り作品で会場は賑わった。

食のふれあい広場会場は例年以上の参加者で賑わった。

講演する菅原文太さん。

生涯学習作品
のレベルも

年々アップして
いる。

最近の文化祭では高校生も積極的に参加し出展作品も増えてきている。

農業青年部、花田健二さんの意見発表で
は会場から「心があたたまった、感動した」
などの声が聞かれていた。

扇を広げ、踊り手全員が息を合わせて優雅に舞う姿。

西中坪地区「綾駒弓取りの舞」 古屋地区「曾我兄弟」。女性の踊り手
も美しくも勇ましい姿を披露。
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　10月28日、きゅうりハウス建

設事業補助金交付式を行いまし

た。平成24年度の繰越事業とし

て今年度建設していたキュウリの

ハウスが29棟完成しました。こ

のハウスは風速50ｍに耐えられ

る頑丈なハウスです。若手農業者

をはじめとする21人の生産者、

農協関係者へ町長から目録が手渡

されました。

きゅうりハウス建設事業
補助金交付式を行いました。

　宮崎県市町村ボランティア連絡

協議会、綾町ボランティア連絡協

議会の主催で、10月25日、宮崎

県市町村ボランティア連絡協議

会・県央ブロック研修会が開催さ

れ82人が参加しました。

　研修会では「綾ユネスコエコ

パーク登録までの取り組み」と題

して講演がありました。

　また、参加者の多くが実際に綾

照葉大吊り橋を渡り、綾の雄大な

自然を実感していました。

県央ブロック研修会が
開催されました

　10月12～14日に開催された第

13回全国障害者スポーツ大会で、

大西兼文さん（北麓）が立幅跳で

1位（1ｍ94cm）、小田美恵子さ

んがフライングディスク・アキュ

ラシー 5ｍの部で2位（8/10投）

と、優秀な成績を収められまし

た。今後のさらなる活躍を期待し

ます。

　おめでとうございます。

入賞おめでとう
 ございます

九州最大の草競馬「綾競馬」開催

　10月24日、町体育館で、「高年

者スポーツ大会」が開催されまし

た。

　雨にもかかわらず各地区より多

くの高年者の皆さんが参加し、交

流を深め、さわやかな汗を流しま

した。玉入れ、ビン倒し、団対抗

リレーなどさまざまな競技が行わ

れ会場は盛り上がり、たくさんの

笑い声であふれていました。

高年者スポーツ大会
開催

　10月26日、日南市文化センター

で開催された宮崎県公民館大会で、

割付自治公民館の前田晃館長が、

宮崎県公民館連合会功労者表彰を

受けられました。

　前田晃館長が、副館長2年、館長

7年と通算9年間にわたり、積極的

に自治公民館活動の推進し、地域

貢献をされてきた功績を認められ

たものです。

　おめでとうございます。

宮崎県公民館連合会
功労者表彰

　10月27日に開催された第58回

九州ブロックPTA研究大会（沖縄

大会）において、綾中学校PTA

が、団体表彰を受賞しました。地

域住民や近隣の大学生からボラン

ティアを募集し、中学校で開始し

た綾土曜学校（ASS）の取り組み

などが認められたものです。

　おめでとうございます。

綾中学校PTAが
表彰されました

　宮崎県町村監査委員協議会会長を4

期8年務められた中村桂太郎氏(揚町)

へ、全国町村監査委員協議会から感

謝状が贈られました。

　中村氏は平成5年から綾町代表監査

委員としてご尽力いただいており、平

成17年からは県の会長としても、県

内の町村監査を牽引してこられまし

た。町村の監査委員としては数少な

い、多くの住民監査請求など監査実

務の経験者でもあるため、全国の町

村監査委員が研修に来町しています。

中村桂太郎代表
監査委員に感謝状

　元綾小学校長の池上忠身氏（神

下地区）が高齢者叙勲「瑞宝双光

章」を受章されました。おめでとう

ございます。

　昭和22年4月から39年間の永き

にわたり教諭、教頭、校長として学

校現場で活躍し、退職後は綾町社

会教育指導員、綾町助役として、学

校教育および社会教育、町行政に

捧げた教育と行政の功績が認めら

れたものです。

高齢者叙勲
瑞宝双光章を受章

　前綾町教育委員会教育委員長の

福山茂男氏（揚町地区）が平成

25年度地方教育行政功労者表彰

（文部科学大臣表彰）を受けられ

ました。おめでとうございます。

　平成10年11月から14年間余り

綾町教育委員会教育委員長とし

て、地方教育行政の発展のために

尽くされた功績が認められたもの

です。

地方教育行政功労者表彰
（文部科学大臣表彰）

総事業費  　　492,168千円の内
補助金額 国 234,366千円
 町 156,244千円

　11月4日、綾馬事公苑で「第32

回綾競馬」が開催されました。雨

のため、順延された甲斐あって、

当日は秋晴れの競馬日和でした。

　綾町は古くから馬の産地であ

り、今も競走馬・乗馬用の馬が飼

育されていることから、町民に

とっても愛着あるイベントになっ

ています。

　今回もサラブレッドやポニー

レースなど12レースが行われ、臨

場感あふれる草競馬に多くの競馬ファンはもちろん、町内外から訪れ

たたくさんの観客が歓声をあげま

した。

　昼食時間のアトラクションには

JRAのかわいいポニーのプリン

ちゃんが登場し、ちびっことのか

けっこする様子に場内では笑顔が

あふれました。
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Focus ～町内外のファンを魅了。秋イベントをさらに盛り上げる～まちの話題

　「スーパーカー・ミーティ
ングin綾」は、11月10日、小
田爪運動公園多目的広場で開
催され、町内外から約2,500
人ものファンが見学に訪れ
た。
　会場にはフェラーリやポル
シェなど、全国から集まった約130台の名車がずらりと並び、中
にはフェラーリ社創立55周年を記念して世界で399台のみ販売
されたエンツォ・フェラーリや、光岡自動車のオロチ、ドイツの
グンペルト・アポロなどなかなかお目にかかれない車も。家族
連れらがカメラを片手に、美しいフォルムや内装、エンジンな
どに見入っていた。入退場時には、豪快なエンジン音がとどろ
き、大きな歓声と拍手が沸き上った。
　スーパーカーのオーナーは、アユの塩焼きや豚汁、猪ラーメ
ン、マクロビオティックの惣菜など、地元の食材をふんだんに
使った昼食に舌鼓を打ったり、大吊橋の観光に出掛けたり、思
い思いに楽しんだ様子。また、アトラクションとして、西中坪地
区の「綾駒弓取りの舞」が披露されたほか、綾町出身の声楽家・
押田大五郎さんが伸びやかな歌声を会場に響かせた。

A
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今月の表紙

「曾我兄弟～郷土芸能～」
編集後記

総数：7,270人（-5）／世帯数：2,896戸（-1）
男：3,389人（-7）／女：3,881人（+2）
［転入14人、転出18人、出生5人、死亡6人］

綾町は日本で最も美しい村連合に加盟しています。
また、平成24年7月11日に、ユネスコ エコパークに登録されました。

（右／綾ユネスコ エコパークロゴマーク）

※（　）は前月比、現住人口調査平成25年11月1日現在

　今年も、文化祭では多くの作品が展示されていました。幼児から高
年者まで、作品の一つ一つの質の高さには感動しました。特に、竹細
工や、人形など、販売されていないのかと尋ねる方もいるほど…。綾
町の生涯学習の歴史は長く、また、町公民館、自治公民館それぞれで
実施されている講座数も受講している町民の数も非常に多いです。町
民同士の交流につながるだけでなく、生きがいづくりとなり人を元気
にしてくれる生涯学習。きっと綾町のパワーの源のひとつになってい
るのでしょう。（鶴田）

　11月9、10日にかけて町内各地
で披露された郷土芸能の「曾我兄
弟」。古屋地区に伝わる踊りで、昭和
の初め、地区の青少年が同地区の権
現神社に奉納して孝の誓いをした
のが始まりと伝えられている。
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★広報あや「Aya Style」1月号の配布日（各地区配布担当者への配布日）は、12月27日（金）の予定です。
各世帯（自治公民館組織加入者のみ）へは、12月27日（金）～ 3１日（火）の間に配布される予定です。

『スーパーカー』綾町に大集合！

12月15日（日）は「町内一斉避難訓練」を実施します！！
ゲリラ豪雨想定の避難訓練を実施します。災害はいつ・どこで起こるかわかりません。いざという時のために、多く
の町民のみなさんの参加をお願いします。（詳細は11Pをご覧ください）

のリレー命
～がんと闘うためにつながる人たち～

［特集］


